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ライカS2 ファームウェア 1.0.0.16 アップデート情報

対象機種  ライカS2
バージョン  1.0.0.16
ファイル名/ファイルサイズ  FW_S2_1_0_0_16.S2/ 7.48 MB
更新日  2010年4月 
ダウンロードページ  https://owners.leica-camera.com/

改善内容

バージョン  1.0.0.16

内容
1. �メモリーカード交換後もファイル番号の連番を維持するように変

更
2. �本機でフォーマットしていないメモリーカード使用時の不具合を

修正
3. パソコンを使った連結撮影時のデータ転送速度を向上
4. 画像再生時の操作性を向上
5. LCDモニターの表示性能を向上
6. 露出モード設定時の操作性を改善
7. LEICA Image Shuttle使用時の操作性を改善
8. JPEG画像の画質を向上
9. �各種機能を追加 

9.1. ホワイトバランスのプリセットに「HMI」を追加 
9.2. ファインダー表示に「露出補正値」を追加 
9.3. プレビューボタンにカスタム設定モード用のボタンとしての機
能を追加 
9.4. 上面ディスプレイのスタンバイモードへの移行時間を設定
できる機能  を追加 
9.5. 操作部のロック機能を追加 
9.6. カスタム設定モードで割り当てられるメニュー項目を追加

10. レンズの性能を向上
11. 交換用ファインダースクリーンの自動認識機能を追加

内容の詳細については、添付資料「アップデートの詳細」をご覧く
ださい。

注意  
ファームウェアのアップデート中は、以下の操作を絶対に行わな
いでください。
- カメラの電源を切る
- バッテリーを取り出す
- レンズを取り外す
- メモリーカードを取り出す

ファームウェアのアップデート中にこれらの操作を行うと、カメラの
故障の原因となります。
ファームウェアのアップデート後にカメラが誤作動を起こした場合
は、カメラを購入された特約店または
ライカS-systemヘルプラインまでお問い合わせください。
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ファームウェアのアップデート方法 ステップ1： 
現在のファームウェアのバージョンを確認する

お使いのカメラのファームウェアのバージョンが現在提供されている
バージョンと異なる場合は、ファームウェアを    アップデートすること
をおすすめします。

1. カメラの電源を入れます。
2. �機能表示が[セットアップ]となっているメニューボタン（1.21）を押

してメニュー画面を表示し、クリックホイール（1.18）を回して[ファ
ームウェア]（5.35）を選びます。 

3. �クリックホイールを押します。現在のカメラとレンズのファームウェア
のバージョンが表示されます。

4. �ファームウェアをアップデートすると、バージョンが以下のように表
示されます。 
Camera  LEICA S2	  
Version  1.0.0.16

ステップ2： 
アップデートファイルをダウンロードする

1. �パソコンのデスクトップに「FW_S2_1_0_0_16.S2」をダウンロード
します。

2. �ダウンロードしたファイルのサイズを確認します。サイズが上記の
「アップデート情報」のサイズと異なる場合は、再度ダウンロード
してください
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ステップ3:アップデートファイルをCFメモリーカードまたはSDメモリーカ
ードにコピーする

メモリーカードの準備（フォーマット） 

1. �カメラでメモリーカードをフォーマットします。フォーマット方法につ
いては、取扱説明書の42ページをご覧ください。 
 
注意

   �メモリーカードをフォーマットすると、プロテクトされたデータを含む
すべてのデータが消去されます。消去されたデータは、特殊なソ
フトウェアを使わないと復旧できません。

2. �フォーマットしたメモリーカードをパソコンのカードスロットに挿入し
ます。パソコンにカードスロットが装備されていない場合は、外
付けのカードリーダーをお使いください。

3. �「FW_S2_1_0_0_16.S2」をメモリーカードのルートディレクトリ
（*1）にコピーします。 

（*1）ルートディレクトリ＝メモリーカードを開いたすぐの場所

ステップ4:ファームウェアをアップデートする

1. �パソコンのカードスロットまたはカードリーダーからメモリーカードを
取り出し、カメラのカードスロットに挿入して、カードカバーを閉
じます。 

2. �AE/AFロックボタン（1.17）を押しながら、カメラの電源を入れま
す。電源を入れると、数秒後にアップデートが始まります。アップ
デートが始まったら、AE/AFロックボタンを離します。 
アップデート中は、LCDモニターに進行状況が表示されます。ア
ップデートは約60秒で完了します。

3. �アップデートが完了したら、カメラの電源を切ります。再度カメラ
の電源を入れ、ファームウェアのバージョンを表示して、正しくアッ
プデートできたかを確認してください（ステップ1を参照）。

注意
バッテリーが十分に充電されていないと、LCDモニターに警告メッセ
ージが表示されます。
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アップデートの詳細 1. �メモリーカード交換後もファイル番号の連番を維持するように変
更

メモリーカードを交換しても、ファイル名に使われるファイル番号が
自動的に連番で付くようになりました。新しいメモリーカードやフォ
ーマットしたメモリーカードに交換すると、最後に撮影した画像のフ
ァイル番号の次の番号が付きます。交換したメモリーカードに、本
来連番で付く番号以上の番号が付いた画像がある場合は、その
画像の番号の次の番号が付きます。現在のフォルダーにファイル
番号が9999の画像があるときに撮影すると、新しいフォルダーが作
成され、ファイル番号が0001に戻ります。フォルダー番号が999のと
きにファイル番号が9999に達すると、LCDモニターに警告メッセージ
が表示されます。この場合は、ファイル番号をリセットしてください。

「画像番号リセット」を選ぶと、カメラが記憶しているファイル番号が
リセットされます。次の撮影からは0001から連番でファイル番号が
付きます。

2. �本機でフォーマットしていないメモリーカード使用時の不具合を
修正

パソコンなどの本機以外の機器でフォーマットしたメモリーカードを
使うときは、本機でフォーマットし直す必要があります。本機でフォ
ーマットし直さないと、新しいフォルダーが作成されます。
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3. パソコンを使った連結撮影時のデータ転送速度を向上
本機とパソコンを接続して行う連結撮影時のデータ転送速度を
向上しました。

4.画像再生時の操作性を向上
右上のメニューボタン（1.20）を押して通常表示画面にした後に、
クリックホイールを回すだけで表示画像を切り換えることができるよ
うに変更しました。また、通常表示画面でクリックホイールを押すと
画像を拡大表示（ズーム表示）できるように変更しました。

5. LCDモニターの表示性能を向上
LCDモニターの表示性能を向上しました。
 

クリックホイー
ルを押す

通常表示画面                                                                                       

拡大表示画面                                           
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6. 露出モード設定時の操作性を改善
露出モード（プログラムAE、シャッター速度優先AE、絞り優先AE、
マニュアル）の切り換えは、シャッター速度ダイヤルとクリックホイール
で行います（取扱説明書の37ページを参照）。
露出モードが誤って変更されることを防ぐために、露出モードを切
り換えるときのクリックホイールの操作方法をメニュー画面で設定で
きるようになりました。

操作方法は次の2種類から選べます。
_ ショートプッシュ: クリックホイール短押しで露出モードを切り換え
_ ロングプッシュ: クリックホイール長押しで露出モードを切り換え

             

7. LEICA Image Shuttle使用時の操作性を改善
LEICA Image Shuttleでシャッター速度や絞り値を設定したときに、
シャッターレリーズボタンを押してもそれらの設定値がリセットされな
いように改善しました。また、LEICA Image Shuttleでシャッター速
度を設定したときに、設定したシャッター速度がカメラで設定され
ているシャッター速度と異なる場合は、上面ディスプレイにシャッタ
ー速度が青で表示されるようになりました。

シャッター速度や絞り値などをLEICA Image Shuttleで設定した後
にカメラで設定し直した場合は、カメラでの設定が有効になりま
す。 

8. JPEG画像の画質を向上
解像度、シャープネス、ノイズに関するJPEG画像の処理性能を向
上しました。



ファームウェア 1.0.0.16 / 7

9. 各種機能を追加
以下の機能を追加しました。

9.1 ホワイトバランスのプリセットに「HMI照明」を追加
ホワイトバランスで選べるプリセットに「HMI照明」を追加しました。

9.2 ファインダー表示に「露出補正値」を表示
ファインダー内の露出インジケーターに「露出補正値」が表示され
るようになりました。

例：露出補正値が+1.5EVの場合
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9.3 プレビューボタンにカスタム設定モード用のボタンとしての機能
を追加
カスタム設定モードは、任意のメニュー項目をメニューボタン（1.21
、1.23、1.24）に割り当てることができる機能です。メニューボタンを
長押しするだけでメニュー項目を呼び出せるので、よく使う機能や
大事な機能を素早く設定できます。カスタム設定モード用のボタ
ンとして、3つのメニューボタンに加えてプレビューボタン（1.3）も使え
るようになりました。

9.4 上面ディスプレイのスタンバイモードへの移行時間を設定でき
る機能を追加
上面ディスプレイがスタンバイモードへ移行するまでの時間をメニュ
ー画面で設定できるようになりました。

9.5 操作部のロック機能を追加
露出の設定にかかわる操作部（シャッター速度ダイヤルと絞り値
を設定するときのクリックホイール）について、設定が誤って変更さ
れることを防ぐために、ロック機能を追加しました。ロック機能のオ
ン/オフの切り換えは、メニュー画面で行います。このメニュー項目
をカスタム設定モード（9.6を参照）でボタンに割り当てることもでき
ます。
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9.6 カスタム設定モードで割り当てられるメニュー項目を追加
カスタム設定モードは、任意のメニュー項目をメニューボタン（1.21, 
1.23, 1.24）やプレビューボタン（1.3）に割り当てることができる機能
です。

これらのボタンを長押しするだけでメニュー項目を呼び出せるの
で、よく使う機能や大事な機能を素早く設定できます。
カスタム設定モードで割り当てられるメニュー項目として、以下を
追加しました。

_ フォーマット（メモリーカードをフォーマットするときに使用）
_ キーロック（露出の設定にかかわる操作部のロック機能のオン/
オフに使用）

10. レンズの制御性能を向上
レンズの制御性能をさらに向上しました。

11. 交換用ファインダースクリーンの自動認識機能を追加
交換用ファインダースクリーンの種類（ユニフォームグランドグラスス
クリーン グリッド付きなど）を自動的に認識する機能を追加しまし
た。 
交換用ファインダースクリーンについての詳細は、取扱説明書の19
ページをご覧ください。
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ライカS2 ファームウェア 1.0.0.24 アップデート情報

対象機種 ライカS2
バージョン 1.0.0.24
ファイル名／ファイルサイズ FW_S2_1_0_0_24.S2 / 7.48 MB
更新日 2010 年12 月

ダウンロードページ https://owners.leica-camera.com/

注意  
ファームウェアのアップデート中は、以下の操作を絶対に行わな
いでください。
- カメラの電源を切る
- バッテリーを取り出す
- レンズを取り外す
- メモリーカードを取り出す

ファームウェアのアップデート中にこれらの操作を行うと、カメラの
故障の原因となります。
ファームウェアのアップデート後にカメラが誤作動を起こした場合
は、カメラを購入された特約店または
ライカS-systemヘルプラインまでお問い合わせください。

改善内容

バージョン  1.0.0.24

変更内容
1. メモリーカードの互換性向上
2. DNGのロスレス圧縮に対応
3. 白飛び・黒潰れ警告エリアの設定
4. オートレビュー時のヒストグラムを拡大
5. 最大露光時間を125秒へ延長
6. バルブ撮影時の露光時間設定
7. AF/AEロックボタンの設定オプションの拡張
8. AFパフォーマンスの最適化

詳しい変更内容については「アップデートの詳細」をご覧ください。
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アップデートの詳細 1. メモリーカードの互換性向上
64GB(UDMA6)のCF メモリーカードの互換性を向上させました。

2. DNG のロスレス圧縮に対応
DNG（デジタルネガ）が、ロスレス（可逆式）圧縮に対応いたしまし
た。

圧縮DNG には、以下の利点があります。
- �ファイルサイズが約75MB から約40MB に縮小（画像によって異
なります）

- �連続撮影可能コマ数が最大14 コマに向上（画像やカードの種
類によって異なります）

- Image Shuttle による連結撮影での画像転送速度が向上
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3. 白飛び・黒潰れ警告エリアの設定
白飛び警告範囲（上限エリア）、黒潰れ警告範囲（下限エリア）
を設定し、どの数値から警告を表示させるか任意に選
択できるようになりました。

4.オートレビュー時のヒストグラムを拡大
オートレビュー時のヒストグラムを拡大し、より確認しやすくなりまし
た。

5. 最大露光時間を125 秒へ延長
最大露光時間が32 秒から125 秒に延長されました。

最大露光時間は、ISO 設定により変化します。

ISO PULL80 	  	 125 秒
ISO 160 		  	 125 秒
ISO 320 		 	 60 秒
ISO 640 		  	 32 秒
ISO 1250 	  	 32 秒
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6. バルブ撮影時の露光時間設定
バルブ（B）撮影時、クリックホイールを押してバルブ露光時間メニュ
ーを呼び出し、8 秒以上の露光時間を設定する
ことができます。設定を変更するには、クリックホイールを再度押し
てください。設定露光時間はOLED 上面ディスプ
レイに表示されます。
             

7. AF/AE ロックボタンの設定オプションの拡張
AF/AE ロックボタン（1.17）の機能を変更できるようになりました。

まず、オートフォーカス（AF）とマニュアルフォーカス（MF）を区別しま
す。

MF モード時
MF モードでは、AF/AE ロックボタンに下記の機能を割り当てるこ
とができます。

AFs オン 		 - シングルオートフォーカス始動
AFs オン / AE-L 	 - �シングルオートフォーカス始動および露出値ロ

ック
AFc オン 		 - コンティニュアスオートフォーカス始動
AFc オン / AE-L	 - �コンティニュアスオートフォーカス始動および露

出値ロック
AE-L 		  - 露出値ロック
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AF モード時
AF モードでは、AF/AE ロックボタンに下記の機能を割り当てること
ができます。

AF-L - 	 フォーカスロック
AE-L - 	 露出値ロック
AF-L / AE-L - 	 フォーカスおよび露出値ロック

8. AF パフォーマンスの最適化
オートフォーカスの測距精度を更に向上することができました。特
に、非常に小さい被写体に正確に焦点を合わせる
ことができるようになりました。測距点はビューファインダーの十字線
の中央にあります。
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ライカS2 ファームウェア 1.0.1.8 アップデート情報

対象機種  ライカS2
バージョン  1.0.1.8
ファイル名/ファイルサイズ  FW_S2_1_0_1_8.S2/ 7.48 MB
更新日  2011年7月 
ダウンロードページ  https://owners.leica-camera.com/

注意  
ファームウェアのアップデート中は、以下の操作を絶対に行わな
いでください。
- カメラの電源を切る
- バッテリーを取り出す
- レンズを取り外す
- メモリーカードを取り出す
- ライカSマルチファンクションハンドグリップを取り付ける

ファームウェアのアップデート中にこれらの操作を行うと、カメラの
故障の原因となります。
ファームウェアのアップデート後にカメラが誤作動を起こした場合
は、カメラを購入された特約店または
ライカS-systemヘルプラインまでお問い合わせください。

改善内容

バージョン   FW S2 1.0.1.8

内容
1. オートブラケットの自動段階撮影
2. カスタム設定モードで設定できるボタンの追加 

内容の詳細については、添付資料「アップデートの詳細」をご覧く
ださい。



2 / Firmware Update 1.0.1.8

アップデートの詳細 1. オートブラケットの自動段階撮影
従来のオートブラケット撮影では、レリーズボタンを押すごとに1コマ
ずつ段階撮影を行いましたが、これを1回のレリーズで連続して段
階撮影できる選択項目を追加いたしました。この機能はHDR（ハ
イダイナミックレンジ）処理のための撮影に有効です。

2. カスタム設定モードで設定できるボタンの追加
カスタム設定モードで設定できるボタンに背面右上のボタンを追
加しました。




